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 When they first enroll, most university students have a negative view of animal experiments. To 
provide a more accurate and balanced understanding, we have introduced "animal experimental 
science" education that aims to broaden perspectives. In addition to conventional animal 
experiments in medicine and biotechnology, we have also introduced the concept of experimentation 
in the field of animal nursing, in which the role of the companion animal is studied. In the lower 
grades, students have little information and tend to assume that all animal experiments are cruel. 
They are therefore very critical of animal experiments. In the higher grades, students take part in 
animal experiments. By appreciating the need for such experiments, our students became less 
critical. As graduation thesis students, many students choose to undertake animal experiments, if a 
scientific challenge requires it. Introducing the concepts of “laboratory animals” and “animal 
experiments” at the right educational stage leads students to a better understanding of animal 
experimentation. Through this process, the students’ reluctant acceptance can be changed to 





































































































































表 1.  1 年生の動物実験に対する認知度およびイメージ 
動物実験という言葉を聞いたことがあるか？ 
      聞いたことがある         64 名(全員) 
実験動物技術者という職業を知っているか？ 
    大学受験前から知っていた       21 名(32.8%) 
    大学受験をきっかけに知った   27 名(42.2%) 
    大学入学後に知った       15 名(23.4%) 
    知らない             1名(  1.6%)   
動物実験にどのようなイメージをもっているか？ 
    良いイメージ                    2名(  3.1%) 
    どちらでもない          29 名(45.4%) 
    悪いイメージ               26 名(40.6%) 

































動物の取扱いでは 2名、解剖では 9名いた。 
 
表 3.  実習実施前後における希望人数の変化 
実習内容    希望人数   1 日目   2 日目 
動物の取り扱い   2 名      8           8 
                    3 名          21          23 
                    4 名          25          25 
                    5 名       10           8 
     解剖        2 名      5           7 
                    3 名          26          27 
                    4 名          23          26 
                    5 名       10           4 
                                               (名) 
3）4 年生への調査 














表 4.  4 年生の動物実験に対する考え方 
動物実験への考え方は入学時と比較してどうか？ 
   同じ                    13 名(22.0%) 
   変わった                                    46 名(78.0%) 
動物実験への考え方が入学時と「同じ」と答えた人(13 名)に質問。 
動物実験について，どのような考え方を持っているか？ 
    実施すべきではない                                 0 名 
    残酷であると思うが，やむを得ない          3 名 
    全ての動物実験が残酷とは限らず，やむを得ない    1 名 
    動物実験のおかげで人や動物は安全な生活が出来て   9 名 
    いるのだから，やむを得ない 
動物実験への考え方が入学時と「変わった」と答えた人(46 名)に質問。 
動物実験について，以前はどのような考え方を持ってたか？ 
    実施すべきではない                                17 名 
    残酷であると思うが，やむを得ない         22 名 
    全ての動物実験が残酷とは限らず，やむを得ない    3 名 
    動物実験のおかげで人や動物は安全な生活が出来て   1 名 
    いるのだから，やむを得ない 
       その他                       3 名 
動物実験への考え方が入学時と「変わった」と答えた人(46 名)に質問。 
動物実験について，現在はどのような考え方を持っているか？ 
   実施すべきではない                                 0 名 
    残酷であると思うが，やむを得ない          4 名 
    全ての動物実験が残酷とは限らず，やむを得ない   20 名 
    動物実験のおかげで人や動物は安全な生活が出来て   20 名 
    いるのだから，やむを得ない 
       その他                       2 名 
  
表 5.  卒業研究と動物実験 
卒論研究で動物実験を実施するか？ 
   実施する                35 名  
       実施しない               24 名 
卒論研究で動物実験を実施すると回答した人(35 名)に質問。実
施に抵抗はあるか？ 
    非常にある                   0 名          
    少しある大学受験をきっかけに知った     6 名 




   はい                          6 名          
    いいえ                                 15 名 

















































































































































































































の同情，北 徳 編著，動物実験は悪魔の所業か？ 
対話を求めて∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙∙手紙，51-94，1993，
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